
1 

 

ＩＴＳ基金届出システム「ペンション・プラス」の機能を一部改善します（２０２４年７月２９日１８時～） 

 

①データ投入用ＣＳＶファイルのアップロード時にエラーとなる条件の変更 

 

ⅰ 項目数が不足する場合にただちにはエラーとせず、値がないものとして判定します。 

 

Ｅｘｃｅｌなどの表計算ソフトで編集して保存したＣＳＶファイルをアップロードすると、「無効な項目数です」というエラーが出ることがありました。

表計算ソフトの仕様により右側の値のない列が列ごと消え、ＣＳＶファイルで列と列の間を区切っている「，（カンマ）」の数が変わってしまった結果、

業務コードごとに設定された項目数と一致しなくなることが原因の多くを占めていました。 

 

今後は、業務コードごとに設定された項目数に対してアップロードしたＣＳＶファイルの項目数が不足する場合、値のある最後の列より右側に値

のない列が存在するものとみなして判定します。「無効な項目数です」のエラーは大幅に減少すると見込まれます。 

  



2 

 

ⅱ １行目のヘッダー部分が残っている場合をエラーとしません。 

 

加入者情報提供機能で提供する基準給与変更届または喪失届のデータレイアウト（Ｅｘｃｅｌファイル）には、入力の補助としてヘッダー部分に項目

名が入力されています。このヘッダー部分を残したままのＣＳＶファイルをアップロードすると、エラーとなっていました。 

 

今後は、１行目に限り、１列目（Ａ列）に業務コードが入力されていないデータをエラーとせず、ヘッダー部分を消し忘れてもエラーとはなりません。 

 

※１行目の１列目（Ａ列）に業務コード（ＣＡから始まる文字列）以外の不正な値を入力し、２列目（Ｂ列）以降には正しい値を入力した場合、これまで

は業務コード不正のエラーが出ましたが、今後はヘッダー部分とみなされてアップロードもされず、エラーも出ませんので、ご注意ください。 
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②届出一覧のユーザーインターフェースの変更 

 

ⅰ 初期表示の並びはステータス「届出作成中」の届出が一番上に表示されます。 

 

ステータス「届出作成中」の届出は、届出モード終了時に値が登録される「届出日時」の値がなく、初期表示である届出日時の降順では一番下

（一番後ろ）に並んでいたため、作成順と乖離し、直感的に検索しにくい仕様となっていました。 

 

今後は、届出日時の値がない届出は値が最大であるものとして並び、初期表示では一番上（一番前）に並びます。  
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ⅱ 日付による範囲指定が可能となります。 
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日付タイプの検索項目欄の左に期間の最初の日付、右に期間の最後の日付を入力して「検索」ボタンを押下すると、期間で指定して届出を抽出

できるようになります。 

  

 

 

※日付は、カレンダーで指定して入力することもできますし、西暦８桁（例：２０２４０７０１）を直接入力することもできます。 

 

※期間を１日間に限定したい場合は、お手数ですが、最初の日付と最後の日付に同じ日付をご入力ください。 
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ⅲ 検索条件の「リセット」ボタンを設置します。 

 

 

複数の条件で検索して届出を抽出している場合、検索項目１つ１つを操作しなくては検索条件を初期化することができませんでしたが、新設の

「リセット」ボタンを押下すると、一括して検索条件を初期化できます。初期化後に「検索」ボタンを押下すると、初期表示に戻ることになります。 

 

※「届出状況確認」画面の検索条件の初期状態が“ステータス「取り下げ済」の届出以外”となっていることにご留意ください。ステータス「取り下げ

済」の届出は、検索条件を初期状態から変えなくては抽出することができません。 
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③複数の届出をワンアクションで選択できるチェックボックスの設置 

 

「処理済一覧」画面では、複数の届出を選択して「参照記録登録」ボタン（届出が処理済になったことを担当者が確認したフラグを付ける）または

「ＰＤＦ出力」ボタン（ＰＤＦ形式の確認通知書を出力する）を押下し、処理を行うことができますが、届出１つ１つのチェックボックスを選択する必要

があり、大量のＰＤＦ出力などを一度に行うことが困難でした。 
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ⅰ 「表示中項目選択」チェックボックス 

 

新設の「表示中項目選択」チェックボックスを選択すると、そのページに表示されているすべての届出が選択された状態になります。 
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個別の届出のチェックボックスを操作すると、選択を解除することができます。 
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「表示中項目選択」チェックボックスの選択を解除すると、表示されているすべての届出の選択が解除された状態になります。 
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ⅱ 「検索結果全選択」チェックボックス 

 

新設の「検索結果全選択」チェックボックスを選択すると、検索結果が複数ページ分ある場合は表示されていないページの届出も含め、指定の

検索条件に該当する届出がすべて選択された状態になります。 

 
 

「表示中項目選択」チェックボックスと異なり、個別の届出のチェックボックスを操作して選択を解除することができません。特定の届出の選択を

解除したい場合は検索条件を変更する必要があります。 
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「検索結果全選択」チェックボックスの選択を解除すると、すべての届出の選択が解除された状態になります。 
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④利用者向け一斉メール送信機能 

 

ペンション・プラスの利用者（アカウントのＩＤとなっているメールアドレス）へ一斉にメールを送信する機能を設けました。システムメンテナンス

などペンション・プラスに関するお知らせは、今後はこの機能を利用してご案内します。 


